
 

今シーズンの高病原性鳥インフ

ルエンザによる殺処分羽数は何

万羽でしょう(令和2年11月～令

和3年3月現在)? 
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台湾でランピースキン病が発生しました 

（出典：台湾行政院農業委員会 2021年4月15日付プレスリリース添付資料）  
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 台湾新北市林口区の肉牛農場において、ランピースキン病の発生が確認さ

れました。台湾本島における同疾病の発生は今回が初めてです。  

 東アジア、東南アジア地域において感染が拡大しており、直近では、先月

にタイで初めての発生が確認されています。国内での発生はありません。  

 そのため、アジア地域からの媒介節足動物の飛来により、本疾病が国内へ

侵入する可能性があります。節足動物は様々な病気を媒介する可能性がある

ため、駆除対策をお願いします。  

 また本病を疑う症状があった場合は速やかに本所へ連絡をお願いします。 

牛のブルセラ症及び結核、ヨーネ病の検査体制について 

 牛のブルセラ症及び結核は、近年発生が確認されておらず、平成３０年度

から令和２年度まで全国的な清浄性確認サーベイランスが実施されました。

その結果陽性牛が確認されず、国内の清浄化を達成したと考えられることか

ら、令和３年度より当分の間、輸入牛（種付けの用又は搾乳の用に供するも

のに限る）を検査対象とします。 

 なお、共進会出品牛等のブルセラ症及び結核の検査は、これまでどおり飼

養者の方の希望に応じて実施しますので当所までご連絡ください。 

 牛のヨーネ病の検査は、先月号でお伝えした４年に１度の定期検査のほ

か、都外から牛が帰ってくる場合や、導入する場合には臨時検査を実施しま

すので、速やかに当所まで連絡し、検査を受けるようにしてください。 

 東京都へのヨーネ病侵入防止のため、ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

※東京都酪農業協同組合（以下、都酪）を通じて預託に出している方は、都

酪から帰還牛について連絡をいただくため、当所への個別のご連絡は不要で

す。 

ランピースキン病の症状 
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クイズの答え ③ 今シーズンの高病原性鳥インフルエンザによる殺処分羽数は、約987万羽に上りました。過去シーズ

ン最大殺処分羽数は約183万羽であったため、今シーズンは大幅に殺処分羽数が増え、過去最大となっています。 

 また今シーズンは、家きんのほか野鳥等でも国内各地でHPAIウイルスが検出されています。 

 今後も引き続き飼養衛生管理基準の徹底・改善をお願いします。 
鳥インフルエンザに関する情報（農林水産省HP）https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/index.html 

「定期の報告」の提出をよろしくお願いします 
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4月29日、群馬県でPEDの発生が確認されました(昨年12月以来の発生) 

詳細はURLを参照ください。https://www.pref.gunma.jp/06/f0100388.html 

家きん飼養者の定期報告書の提出期限は６月１５日です。 

 韓国江原道寧越（ヨンウォル）郡の養豚農

場で、ASFが発生しました。昨年１０月の養豚

農場での発生以降、７ヶ月ぶりの発生です。 

 江原道寧越郡は、北朝鮮との境界に位置す

る江原道の中でも南端に位置しており、豚で

のASF発生は今回が初めてとなります。 

アフリカ豚熱(ASF)～韓国で7か月ぶりに発生～ 

山梨県で２例目の豚熱(CSF)発生！ 

 ５月１１日、山梨県中央市のワクチン接種養豚農場において、豚熱(CSF)の発

生が確認されました。発生の経緯は以下のとおりです。引き続き下記項目のとお

り、飼養衛生管理基準の遵守徹底をお願いします。 

発生農場 所在地：山梨県中央市 飼養状況：２,５２３頭 

５月１０日 飼養豚の死亡数増加の通報を受け、当該農場に立ち入り病性鑑定を実施。 

５月１１日 
山梨県の検査によりCSFの疑いが生じたため、国の検査機関（農研機構動物

衛生研究部門）で精密検査を実施。CSFの患畜であることを確認。 

  ✔手指の洗浄・消毒 

 ✔専用の衣服・靴の使用 

 ✔衣類・靴・器具の 

    洗浄・消毒 

衛生管理区域の 

衛生対策の徹底 

        

衛生管理区域への 

病原体の侵入防止措置 

 ✔野生動物の侵入防止 

 ✔車両消毒の徹底 

 ✔部外者の立入禁止 

 

衛生管理区域外への 

病原体拡散防止 

 ✔退出する人、車両の消毒 

 ✔家畜の出荷・移動時の 

  健康観察 

海外におけるASFの発生状況（農林水産省HP） 
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html 


